
 

次期教育大綱及び教育振興基本計画の策定状況について 

 

１ 概要 

・現在の「北九州市教育大綱」（以下「教育大綱」という。）と、「第２期北九州市子ど

もの未来をひらく教育プラン（教育振興基本計画）」（以下「教育プラン」という。）

の計画期間が、共に今年度末で終了する。 

・こども基本法を踏まえて子どもの意見を聴取し、策定中の「市の新ビジョン」とも

歩調を合わせながら、次期教育大綱及び教育プランの策定を進める。 
 
   教 育 大 綱・・・市長が、教育等の目標・施策に関する根本的な方針について、 

「総合教育会議」の場で教育委員会と協議・調整した上で定めるもの 
（地方教育行政法） 

   教育プラン・・・教育大綱を踏まえ、教育の基本的な計画（教育振興基本計画）として 
教育委員会が定めるもの（教育基本法） 

 

２ 北九州市総合教育会議（第１回） 

（１）日時 

   令和５年１１月１３日（月） １５：３０～１６：５０ 

（２）出席者 

   市長、教育委員会（教育長、教育委員） 

（３）概要 

   次期教育大綱について、資料（別紙１、２）に基づき協議。 

協議内容は、別紙３のとおり。 

 

３ 北九州市次期教育プラン検討会議（第１回） 

（１）日時 

   令和５年１２月１２日（火） １３：００～１４：３０ 

（２）場所 

   北九州市立商工貿易会館 ２階多目的ホール 

（３）出席者 

   有識者（別紙４）、教育委員会 

    

４ スケジュール（予定） 

Ｒ５年 Ｒ６年 

11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 
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次期「北九州市教育大綱」の考え方（案）

✓ 少子高齢化
✓ 人口減少
✓ 将来の予測が困難
✓ ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ化
✓ Society5.0

社会到来への対応

社会課題 ✓ 子どもの抱える問題の多様化・複雑化
✓ 不登校や特別支援教育を受ける子どもの増加
✓ 性的ﾏｲﾉﾘﾃｨ、ｷﾞﾌﾃｯﾄﾞ、外国人への対応
✓ 子どもの自己肯定感が低下

子ども
✓ 教職員のなり手不足

（団塊世代の大量退職や既卒受験者の減少）
✓ 子どもが抱える多様な問題への対応
✓ ｼﾞｪﾝﾀﾞｰの平等への対応

教職員

✓ 共働きやひとり親家庭の増加など
家庭を取り巻く環境の変化

✓ 希薄化する地域・企業のつながり
✓ 若者の市外転出

保護者・地域・企業

✓ 施設の老朽化
✓ 災害などの危機への対策（ﾚｼﾞﾘｴﾝｽ）
✓ 学校への福祉的役割（居場所、ｾｰﾌﾃｨﾈｯﾄ）
✓ 給食の質に対する意識の高まり

社会環境 各主体が抱える課題

別紙１

教育における不易と流行

✓ 幅広い知識・教養 ✓ 豊かな情操と道徳心

✓ 健やかな身体 ✓ 個人の価値の尊重 ✓ 自主・自律

✓ ｼﾞｪﾝﾀﾞｰ平等 ✓ 自他の敬愛・協力 ✓ 郷土愛

✓ 他国の尊重

教育のﾐｯｼｮﾝ（教育基本法）

✓ 社会の変化に対応できる人材の育成

✓ 誰一人取り残されない共生社会

✓ こども基本法の理念の実現 安全・安心な居場所

未来を創る能力の獲得

教職員のウェルビーイングの確保

次期教育大綱のキーワード
（2024～2028年度）

こどもまんなか ひとりひとりが主人公

こどものウェルビーイングの確保

✓こどもの意見の尊重
✓こどもたちの違いへの理解

✓誰ひとり取り残さない学び
✓先端的な学び

✓失敗を恐れず挑戦する力
✓こどもの可能性を引き出す

✓教職員のポテンシャル
✓地域・企業との連携

時代の要請

こども・市民等の声

【なりたい大人】

✓思いやりがある ✓自分の考えを持つ

✓色々なことに挑戦する ✓生きがいを持つ

【なりたい大人になるためには】

✓将来の夢や目標を持つ ✓あいさつ・感謝を忘れない

✓周りの人を大切にする ✓色々な人と話をする

児童生徒・保護者アンケート

【新ビジョン検討会議】

✓失敗しても何度でもチャレンジさせることが重要

✓これからは哲学・思考力が重要

✓こども中心・誰もが主人公といった価値の提案を

【教育委員】

✓こどもに失敗させないという枠にはめ、チャレンジ

する機会を与えていない

✓苦難に耐えて成長する、こどものレジリエンスが重要

✓多様性ある先生の個性を生かせる、ゆとりある職場を

有識者

失敗を恐れず
挑戦し続け、
可能性を
発揮して
不確実性の
高い時代でも

主体性を持って
生き抜く

ウェル
ビーイング
実現

２０４０年の姿
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３つまで

選択可 

３つまで

選択可 

次期教育大綱策定に係る全校アンケート（結果） 
 

１ アンケートについて 

（１）回答期間 

 令和 5 年 8 月 28 日（月）～9 月 15 日（金） 

（２）対象 

①児童・生徒：全校の小 4～中 3（一人一台端末を活用） 

②保 護 者：全校の小 1～中 3（tetoru アプリを活用） 

（３）質問 

  問① あなたはどんな大人になりたいですか（なってほしいですか）。 

  問② なりたい大人になるためには、何が大切だと思いますか。 

 

２ 回答結果 

 児童・生徒（小４～中３） 保護者（小１～中３） 

対象者数 44,835 人 66,484 人 

回答人数 31,330 人 8,954 人 

回答件数 
問①※ 80,796 件 24,745 件 

問②※ 83,559 件 25,607 件 

回収率 69.9％ 13.5％ 

問① 

上位回答 

回答率 

（件数／人数） 

 

１ 思いやりのある大人 50.9％ 思いやりのある大人 76.1％ 

２ 人の役に立つ大人 44.4％ 自分の考えを持つ大人 68.6％ 

３ 
色々なことに挑戦する 

大人 
38.3％ 

生きがいをもって 

毎日を過ごす大人 
43.7％ 

４ 自分の考えを持つ大人 34.8％ 
色々なことに挑戦する 

大人 
39.9％ 

５ 
生きがいをもって 

毎日を過ごす大人 
31.7％ 

おだやかな毎日を 

過ごす大人 
21.0％ 

問② 

上位回答 

回答率 

（件数／人数） 

 

１ 将来の夢や目標を持つ 48.8％ 
あいさつや感謝の言葉を

忘れない 
67.0％ 

２ 
あいさつや感謝の言葉を

忘れない 
46.3％ 

家族や友達など周りの人

を大切にする 
48.1％ 

３ 
勉強をしてたくさんの 

知識をつける 
41.3％ 将来の夢や目標を持つ 42.8％ 

４ 
家族や友達など周りの人

を大切にする 
40.7％ 

友達をたくさん作ったり

色々な人と話をする 
33.0％ 

５ 
友達をたくさん作ったり

色々な人と話をする 
22.5％ 

人に言われる前に 

自分で考えて行動する 
30.4％ 

 

別紙２ 
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３ 回答結果の詳細 

（１）児童・生徒 

 

 ①あなたはどんな大人になりたいですか。あてはまるものを以下から最大３つまで選んで

ください。選択肢にない場合は、「その他」に記入してください。 

 

   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②なりたい大人になるためには、何が大切だと思いますか。あてはまるものを以下から最

大３つまで選んでください。選択肢にない場合は、「その他」に記入してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

（２）保護者 

 

①お子様にはどんな大人になってほしいですか。あてはまるものを以下から最大３つまで

選んでください。選択肢にない場合は、「その他」に記入してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②なってほしい大人になるためには、何が大切だと思いますか。あてはまるものを以下か

ら最大３つまで選んでください。選択肢にない場合は、「その他」に記入してください。 
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② 
  

 
 

⑦ 
 
 
 

 

⑧ 
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⑨ 
 
 
 

 

⑥ 
 

② 

⑥ ⑦ 
⑤ 

④ 

⑩ 

⑨ 

① 

⑧

⑨ 
 
 
 
 

① 
 
 
 
 

⑥ 
  

 
 

⑤ 
 
 

 
 

⑩ 

③ 
 

 
 

 

⑧ 
 
 
 
 

② 
  

 
 

⑦ 
 
 
 

 

④ 

④ 
③ 

① 

⑥ 

⑨ 
⑦ 

⑤ 

⑧ 

① 

⑤ 

⑨ 

④ 

② 

⑩ 

⑦ ⑥ 

⑧ 
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③ 
 
 
 
 

⑤ 
  

 
 

④ 
 
 

 
 

⑩ 

⑥ 
 

 
 

 

⑦ 
 
 
 
 

① 
  

 
 

⑨ 
 
 
 

 

② 

学校が終わった後や休みの日を使っ

ていろいろなことを体験する 

学校が終わった後や休みの日を使っ

ていろいろなことを体験する 

 人に言われる前に自分で考えて行動する  人に言われる前に自分で考えて行動する 

友達をたくさん作ったり、色々な人

と話をする 
友達をたくさん作ったり、色々な人

と話をする 

 家族や友達など周りの人を大切にする  家族や友達など周りの人を大切にする 

11,993  38.3％ 

 

10,898  34.8％ 

 

09,927  31.7％ 

 

15,953  50.9％ 

 

13,925  44.4％ 

 

01,203   3.8％ 

 

05,042  16.1％ 

 

09,388  30.0％ 

 

02,467   7.9％ 

12,938  41.3％ 

 

03,730  11.9％ 

 

04,652  14.8％ 

 

15,295  48.8％ 

 

14,508  46.3％ 

 

05,822  18.6％ 

 

05,760  18.4％ 

 

07,050  22.5％ 

 

12,766  40.7％ 

 

01,038  3.3％ 

39.9％ 

 

68.6％ 

 

43.7％ 

 

76.1％ 

 

15.5％ 

 

 1.6％ 

 

15.6％ 

 

21.0％ 

 

 4.4％ 

22.5％ 

 

10.3％ 

 

21.7％ 

 

42.8％ 

 

67.0％ 

 

30.4％ 

 

16.2％ 

 

33.0％ 

 

48.1％ 

 

13.9％ 
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令和５年度 北九州市総合教育会議（第１回） 意見まとめ 
 

（◎：市長・教育委員共通、○：市長、●：教育委員） 

 

１ ２０４０年の姿  

 ◎２０４０年には未知の職種に挑戦するであろう今のこどもたちに対して、我々が枠に

はめない方が良い。 

 

●「ウェルビーイングの実現」をわかりやすく示せるとよい。 

 

２ こどもまんなか・ひとりひとりが主人公  

◎「ひとりひとりが主人公」を実現するのは、簡単ではない。 

 

〇こどもが社会の構成員としてリスペクトされていることが大切。 

●自分の人生を自分で生きるスキルとマインドの両方が必要であり、そのためには、社

会に適応して生きていく力を身に付けることが重要。 

 

３ こどもの意見の尊重、違いへの理解   

◎こどもたちの思いを実現するには、多様性を尊重する環境が重要。 

 

〇多様性とは、外から「幸福」を定義されるのではなく、自分で決めること。本市は、多

様性に対する包容力が強みである。 

 

４ 誰一人取り残さない学び  

●こどもたちの特性に応じた幅広い支援は北九州市の特徴であり、さらなる充実に期待

する。 

 

５ レジリエンス  

 ◎多様性のほか、レジリエンスも重要。「失敗力」や「苦悩する力」を身に付けるには、

苦悩の中から次のステップに進めるような経験を積むことが必要。 

◎１人で乗り越える力だけでなく、他人に頼る・頼られる力を自覚的に育むことが必要。 

 

●レジリエンスの向上には、自分の身体を使って学びを深めることが必要。学校の強み

は、生身の身体で活動できること。 

●こどもが頑張って挑戦したら、先生がほめるという方向付けが必要。 

 

６ 教職員  

 ◎ゆとりを持って働けるなど、教職員のウェルビーイングの確保が教育の根本。 

 

７ 地域等との連携  

◎人間同士のつながりの中にいる安心感・承認感・肯定感が大事であり、その根底には

「安全・安心な居場所」があること。 

 

○自治会・地域とも連携し、学校が「膨らみのある巣」のようになれるとよい。 

 

別紙３ 
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北九州市次期教育プラン検討会議 構成員 

（区分ごと五十音順、敬称略）   
 

名前 所属等 備考 

学
識
経
験
者
（
４
名
） 

窪田 由紀 
九州産業大学 

科研費特任研究員 

【分野】 

・臨床心理学 

【市との関わり】 

・元北九州市教育委員 

・次期教育プラン策定に係る懇話会の構成員(H30) 

鶴見 智 
北九州工業高等専門学校 

校長 

【分野】 

・理工系教育 

【市との関わり】 

・北九州高専教員による出前講演の実施 

眞鍋 和博 
北九州市立大学 

地域創生学群教授 

【分野】 

・教育社会学 

【市との関わり】 

・市高魅力化コンソーシアムの構成員 

宮口 英樹 
広島大学大学院 

医系科学研究科教授 

【分野】 

・子ども環境学 

【市との関わり】 

・北九州ステップアップメソッド 

（コグトレ）の共同研究 

地
域
・
企
業
（
３
名
） 

上田 哲則 
北九州商工会議所 

環境・SDGs 委員会委員長 

【分野】 

・地域・企業と学校の連携 

【市との関わり】 

・北九州の企業人による小学校応援団参加 

・市内小中学校に能楽師を派遣する出前授業や、 

こども能楽教室を開催。 

下岡 純一郎 株式会社クアンド代表取締役 

【分野】 

・起業家目線での意見 

【市との関わり】 

・北九州市未来産業創造会議の構成員 

友納 優子 総合療育センター副所長 

【分野】 

・小児科学、特別支援教育 

【市との関わり】 

・北九州市特別支援教育推進プランに係る 

懇話会構成員 

公
募 

泉 香苗 公募構成員 
【分野】 

・市民目線での意見 

 

別紙４ 
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